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研究成果の概要（和文）：社会格差と健康をつなぐメカニズムを明らかにするために、多目的共用パネルデータの構築
を平成22年度より継続実施した。平成24年度は、地域パネル調査の第2回追跡調査を実施し、第1回調査対象者4342人の
うち68.4％から参加を得た。職域パネル調査は第2回調査に引き続き第3回調査を実施し、目標とする1万人の参加にほ
ぼ到達した。平成25年度は第2回配偶者・こども調査を実施し、2011年調査対象者の約7割を捕捉した。以上から得られ
たデータのパネル間の整合性のチェックを実施したうえで、平成26年度12月にデータの配布ならびにデータ利用セミナ
ーを開催した

研究成果の概要（英文）：Multi-purpose panel survey in community and workplace were followed to obtain 
panel data to reveal the mechanism linking social disparity to health disparity, and to seek for 
potential remedies to close the gap. The community panel had the second wave survey with 70% follow-up 
two years after the first wave that included 4342 participants. The workplace panel conducted its 3rd 
wave survey that reached about 10000 working adults in the survey, of which subsample also joined genomic 
examination for polymorphism related to psychological stress.Second wave of spousal/children survey was 
conducted in the year of 2013, capturing about 70% of those who participated in 2011 survey wave. After 
rigorous cross-wave data cleaning and confirmation, data set was shared with the collaborators, and data 
seminar was held in 2015 December for the convenience to the research users.

研究分野： 保健社会行動学
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１．研究開始当初の背景 
社会階層間での健康格差の問題は近年注目さ
れ、格差の存在は実証されたものの、そのメ
カニズムや対処法を示唆する知見・理論は未
だ議論が多かった。その理由として社会階層
と健康の問題を結び付けるためには、医学・
疫学などの健康科学と経済学・社会学・心理
学などの実証的人文科学が融合した形で、理
論化・仮説検証がなされる必要がある。しか
しこれに耐えるような包括的情報を収集した
大規模社会調査は、世界的に見てもいまだ限
られている。第2 に社会経済的状況と健康の
間には双方向的因果関係が想定され、また社
会経済的地位は世代間の階層移動や世代内の
社会的選択を経た結果であることから、従来
疫学で用いられてきた因果推計の手法（前向
き縦断観察や実験疫学）では、十分解き明か
すことはできない（Oakes,2004）。一方、社
会経済的な実証研究では、操作変数や選択モ
デルなどを用いて、社会的選択過程を踏まえ
た検討はすでに行われてきたが、健康を定量
化し変数として取り込むことが十分なされて
いなかった。このように人文・自然科学の双
方が手法論的に補完しあうことが社会階層間
の健康格差のメカニズムを解明するために必
要である.壮年期成人ならびに子供に特に注
目し、社会経済的格差と健康をつなぐメカニ
ズムの解明と社会・経済政策分析のための研
究基盤を構築するため、地域ベースと職域ベ
ースの2 種類の大規模多目的共用パネル調査
を実施する。これを学際的領域内各研究班で 
共有することにより、社会科学・健康科学の
融合領域の創生を目指すとともに、構築され
たデータベースをアーカイブとして公開し、
我が国の研究者が将来的にこれを利用して本
学術領域の研究を推進できる体制を整備する
ことを目的とした。 
 
２．研究の目的 
パネルデータの構築に向け、データ収集を行
いつつデータベースを構築するとともに、ベ
ースラインデータの記述を行う。 
 
３．研究の方法 
地域パネル調査では、第 1回調査（2010 年実
施）回答者 4342 人を対象として第 2回追跡調
査を実施し（2012 年 7月～12 月）、その一部
で承諾が取れたものを対象に血液検査実施し
た。また貧困認識を検討するため別途 1200 名
程度の無作為抽出による質問票調査を実施し
た。さらに生活困窮者に関する質的研究を併
せて実施した。上記追跡調査・付随調査実施
にあたり、A02-A06 班ならびに関係研究者か
ら質問の公募を行い、新たに運動習慣調査票
（IPAQ）、政策意識調査などを導入した。ま
た生活困窮者に関する研究では、さいたま市

で2012年2月に発生した孤立死事件を事例と
してとりあげ、さいたま市役所保健福祉局の
協力のもと取材を行い、シンポジウム開催し
た。  
職域パネル調査では、第 2ウェーブ調査で新
規に、MTHFR, BDNF, 5-HTTLPR, COMT 等の候
補遺伝子およびゲノムワイドの遺伝子多型お
よびエピゲノム解析を開始した。さらに、脈
波間隔計測機能搭載活動量計（NEM-T1）を用
いた睡眠検査を実施した。 
 
４．研究成果 
地域パネル調査では 2011 年実施の配偶者調
査・子ども調査について、一部データを除き
データの初期バージョンを各班に配布した。
第 1回調査（2010 年実施）回答者 4342 人を
対象として第 2回追跡調査で（2012 年 7月～
12 月）68.4%の回答を得た。これらのデータ
のクリーニング・配布を 2013 年度早々に実施
する予定である。2013 年 3月 14 日に東京大
学にて社会的排除・孤立死を防ぐテーマで、
市民公開シンポジウム開催し 200 名ほどの参
加者を得た。成果についてホームページを通
じた社会発信を行った。 
職域パネル調査では新規検査を含めてデータ
収集を行いながら、データベースの作成およ
び研究協力サイトへのフィードバックを行っ
た。労働者コホートメンバーで定期的なミー
ティングを重ね、データ管理を含めた研究の
進捗管理を行った。第 1ウェイブのデータベ
ースを固定し（N=10811）、各計画班班長に配
布し、研究成果交流会等でベースラインデー
タの概要を提示した。遺伝子多型およびエピ
ゲノム解析のため 775 検体を回収し、現在解
析中である。さらに、脈波間隔計測機能搭載
活動量計による睡眠検査年度中に 62 名、来年
度最大 390 名の検査を実施予定である。 
地域・職域パネルデータを用いて学位研究（歯
科アクセスの公平性、家庭内暴力とＳＥＳの
関連）、ならびに学会発表（子どもの発達と親
のＳＥＳ）、さらに横断的解析による葉酸と
抑うつ症状の逆相関や就業者の社会経済状況
と精神的健康の関連は葉酸接種を含む食生活
によって媒介される可能性を示す研究が論文
発表された。 
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3月14日に東京大学伊藤国際学術研究センタ
ーにおいて「社会格差と健康；社会的排除と
孤立死にどう立ち向かうか」をテーマにシン
ポジウムを開催し、さいたま市保健福祉局、
厚生労働省社会援護局地域福祉課からシン
ポジストを招き、地域市民を含む学内外から
約 100 人の参加を得た 
http://mental.m.u-tokyo.ac.jp/sdh/archi
ves/socex/index.html 
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